平成27年度　第2回産業医部会幹事会　議事録
日時：平成27年9月17日14:00 ～16:30
会場：周南市文化会館　地下１階練習室1 
（第25回日本産業衛生学会産業医産業看護全国協議会　第４会場）

出席：斉藤政彦、宮本俊明、西條泰明、菅原保、色川俊也、福本正勝、

谷山佳津子、加藤憲忠、服部真、中平浩人、石川浩二、寺澤哲郎、中西一郎、
伊藤正人、森口次郎、宇土博、山本真二、杉原由紀、斉藤恵、小田原努、

彌冨美奈子、以上幹事21名。深澤　健二 (監事)
欠席：原俊之、垣内紀亮
１．斉藤部会長より、今回より幹事会に加わることになった深澤監事が紹介がされた。

２．審議事項

①前回幹事会の議事録の確認を行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②幹事の役割分担について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
斉藤部会長より、各幹事の役割分担について提案があり,承認された。
③精神科産業医協会について
　　斉藤部会長より「精神科産業医」の名称が、職場や産業医制度に混乱を生じさせる可能性があることから、名称修正の検討をお願いしている状況であることが報告された。

④専門医制度について　
　　彌冨幹事より、社会医学系の関連学会及び団体が、専門医制度創設に向けて社会医学系の専門医制度に関する協議会を立ち上げ、協議を重ねている。名称については、専門医制度委員会の中での意見聴取で、産業医部会幹事会の先生方のご意見を参考に産業医部会幹事会を代表して “社会医学系専門医”を推奨したことが報告された。
⑤来年度の部会活動費の請求方法（振込用紙の郵送法）について　　　
加藤幹事より、郵便法の規制により来年度の部会費振込用紙の郵送方法が変更になることが報告された。
⑥ストレスチェック制度について

　幹事間で意見交換がなされた。

⑦医部会報について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
谷山幹事より、医部会報編集委員会の内容について報告がなされた。
⑧ホームページについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
森口幹事より現在のＨＰ概要について説明がなされた。
⑨地方会活動の活性化について　　　　　　　　　　　　　　　　　
斉藤部会長、加藤幹事より地方会助成金を今年度より5万円に増額する旨が報告された。
⑩次回幹事会日程について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　平成28年1月30日、東京にて開催されることとなった。
３．報告事項

①第25回全国協議会の概要について
山本幹事より報告がなされた。
②第26回全国協議会の準備状況と自由集会について、
中西幹事より平成28年9月8日～10日　京都テルサにて開催することが報告された。
③第27回全国協議会について、
杉原幹事より、平成29年高知市にて開催することが報告された（日時未定）。
④第89回学術総会（福島）における医部会フォーラムについて、
色川幹事より“産業医と精神科医の連携について”のテーマで開催する旨が報告された。
⑤第90回学術総会（東京）における医部会フォーラムについて

⑥各種委員会報告
生涯教育委員会について、宮本副部会長よりＧＰＳ投稿を促してほしいこと、および若手研究者の会を支援していることが報告された。
政策法制度委員会について斉藤部会長より、化学物質管理とメンタルヘルス対策については学会誌にすでに見解を公表したこと、およびこれからのあるべき産業保健体制に関する議論が開始される予定であることが報告された。
⑦産業医プロフェッショナルコースについて　　　　　　　
加藤幹事より、平成28年2月13日～14日、横浜市にて、「企業の人材戦略に産業医はどうかかわるか？～CHO(Chief Health Officer)への第一歩～」のテーマで開催される予定であることが報告された。
⑨ポスター賞について　
菅原幹事より本年度のポスター賞審査の概要などについて報告がなされた。
⑩産業医と主治医との連携について
斉藤部会長より順天堂大学横山教授らが実施している調査に部会として協力していく方針であることが報告された。
⑪理事会報告
斉藤部会長、宮本副部会長より最近の理事会の話題が報告された。
⑫四部会長会議報告
斉藤部会長より、第26回から日本産業衛生学会全国協議会に名称が変更になる旨が報告された。
⑬各地方会活動について

各地方会の医部会長より、最近の活動状況について報告がなされた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(以上)
